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表彰された方々（敬称略）

〈がん征圧事業功労感謝状〉
　◆岡山県知事感謝状
　　　林　　同輔氏　　津山中央病院上席副院長
　　　森本　接夫氏　　水島中央病院名誉院長
　　　笠岡市愛育委員協議会（淺野ツヤ子会長）
　◆岡山県保健福祉部長感謝状
　　　中嶋　健博氏　　倉敷第一病院名誉院長
　　　谷本　憲子氏　　瀬戸内市保健福祉部長
　　　本田　敏子氏　　岡山市愛育委員協議会副会長
　　　岡山県看護協会（石本傳江会長）
　　　総社市日美地区栄養委員会（藤岡正代会長）　　　　
　◆岡山県健康づくり財団理事長感謝状　
　　　山下　浩一氏　　御津医師会監事　産婦人科山下クリニック院長
　　　伊藤　　雅氏　　倉敷中央病院外科主任部長
　　　兼信　朋美氏　　倉敷市児島保健福祉センター児島保健推進室室長　保健師
　　　重近　房子氏　　久米南町愛育委員会会長
　　　末森　慎治氏　　岡山大福クリニック画像診断部課長　診療放射線技師
　　　中村　初枝氏　　岡山市富山学区栄養改善協議会会長
　　　藤田　　勝氏　　岡山大学病院医療技術部主任　臨床検査技師
　　　光岡　信子氏　　岡山市愛育委員協議会副会長
　　　岡山市千種学区愛育委員会（岡田幸子会長）
　　　倉敷市葦高学区愛育委員会（佐藤千津子会長）
　　　岡山県診療放射線技師会（藤田仁会長）

〈禁煙啓発ポスターコンクール入賞者〉
　◆岡山県知事賞　
　　原田　　栞さん　　井原市立高屋小６年　　
　◆岡山県教育委員会教育長賞
　　藤沢　真衣さん　　里庄町立里庄東小６年
　◆岡山県健康づくり財団理事長賞
　　長江　　駿さん　　新見市立萬歳小６年　　
　◆岡山県禁煙問題協議会会長賞
　　横溝　千夏さん　　倉敷市立川辺小４年　
　　勝部　心美さん　　井原市立高屋小６年　
　　廣末　実咲さん　　里庄町立里庄東小６年　
　　田辺　妃奈さん　　新見市立神郷北小６年　
　　岩田　頼人さん　　新見市立萬歳小６年　

〈対がん基金研究助成金贈呈〉
　南　　大輔氏　　　岡山大学病院血液、腫瘍、呼吸器内科・緩和支持医療科助教
　春間　朋子氏　　　岡山大学病院産科婦人科医員
　山内　　明氏　　　川崎医科大学生化学教室准教授
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美作市・西粟倉村の地域包括ケアシステムについて

 地域包括ケアネットワーク委員　
青　山　重　男美作市医師会

　美作市医師会では平成26年度より地域包括ケアシステム構築のための在宅医療連携
拠点事業が開始されました。地域包括ケアシステムとは地域住民が医療、介護が必要
な状態になっても、できる限り住み慣れた地域で、その人らしい自立した生活を送る
事が出来るよう、住まいを中心に医療、介護、予防、生活支援サービスを包括的かつ
継続的に提供するシステムです。美作市医師会では在宅医療連携拠点が行う事業とし
て①代表者会議②24時間対応の医療の構築③情報共有ツールの作成④社会資源マップ
の作成⑤多職種連携研修会⑥地域住民への普及啓発の６事業を掲げて推進してまいり
ました。
　まず、平成26年８月に第１回代表者会議が行われ美作市における在宅医療の問題点
の抽出が行われました。美作市は広い地域に独居老人、老老介護世帯が点在し、将来
的に人口が減少し、特に老人の人口も減少する事、医療、介護のマンパワーが不足し
ている事、24時間対応の在宅医療を行える医療機関が不足している事等が抽出されま
した。これが典型的な日本の中山間過疎地帯の現状です。平成26年10月に第１回24時
間対応連携体制構築協議会が在宅医療を行う９医療機関、医師11名の参加で行われま
した。美作市内の在宅医療の現状を話し合い、医師法20条ただし書きの適切な運用、
訪問看護師との24時間連携、後方支援病院との連携緊密化等について確認しました。
平成27年２月に第２回24時間対応連携体制構築協議会が11医療機関、医師15名の参加
で行われ、主治医・副主治医制度について熱心な議論が行われました。現段階では美
作市医師会を中心にした主治医・副主治医制度のシステム構築は不可能ですが、症例
を選んで個人的に強化型在宅療養支援診療所等に副主治医を依頼することは可能と思
われました。
　平成26年11月に第１回多職種連携研修会が行われました。101名の多職種が参加し、
講演「在宅医療連携拠点事業と在宅医療が果たす役割」、DVD「退院前カンファラン
ス・地域ケア会議」視聴の後、グループワーク「在宅医療、何が課題？」をKJ法で
行いました。多職種連携の大切さ、急変時の対応、本人家族の思い等のグループ発表
があり、「顔の見える関係作り」の大切さを実感し、多職種研修会の継続開催を求め
る多くの意見を頂きました。平成27年２月に第２回多職種連携研修会が行われ120名
参加（医師が12名参加）のもと、訪問診療、訪問看護、ケアマネージャーそれぞれの
立場から「多職種連携の取り組み」について発表があり、グループワーク「多職種連
携の在り方」を行いました。情報共有シートの必要性、退院前カンファランス、口腔
ケアの重要性等の発表がありました。２回の研修会の後に美作市内でのケアカンファ
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ランスの増加、退院前カンファランスへの医師の参加等が確認され、「顔の見える関係」
が現実になっていることを実感しています。
　平成27年１月と３月に在宅医療推進フォーラムを開催しました。１月は西粟倉村会
場にて講演会「西粟倉村・美作市の在宅医療の現状と展望」、３月は美作市会場にて
講演「一緒に考えましょう私たちの地域の在宅医療」、映画「エンディングノート」
の上映を行いました。
　平成27年度は７月に美作版情報共有シートの使用が始まり、社会資源マップの配布
も、まもなく開始される予定です。地域包括ケアで最も重要なのは「顔の見える関係」
であり、そのために多職種連携研修会を2025年に向かって継続開催する事が重要であ
ると考えています。「顔の見える関係」の先にあるのは「仲間意識である」との尾道
市医師会長片山先生の言葉を実現できるように研修会を継続していく覚悟です。
　また、この１年間、地域包括ケアの仕事をして実感したことは、地域包括ケアシス
テムとは「まちづくり」であるという事です。最も重要なことは地域包括ケアシステ
ムの五つの要素は「本人・家族の選択と心構え」の受け皿の上に乗っていると理解し、
鉢植えの土の部分である民生委員、栄養委員、老人クラブ等の住民の皆さんと一緒に
地域包括ケアシステムを作り上げる事だと思います。今年度も地域住民との在宅医療
シンポジウム等が予定されています。また、本年６月には平成27年度第１回多職種連
携研修会が開催されグループワークで「困難事例の検討」を行い、今まで以上に緊密
で充実した研修会となりました。今後、美作市と連携を取りながら多職種、地域住民
と一緒に美作市ならではの地域包括ケアシステムを作っていきたいと思っています。

御津医師会：山中慶人
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　Enjoi通信をいつも楽しみに読んでいます。このたび原稿を依頼され、
私の歩んできたことが少しでも若い女性医師の方々に参考になればと
思い、書かせていただくことにしました。
　私は大学卒業後岡大眼科へ入局し、関連病院での研修期間を含めて
約６年勤務しました。30歳で長女出産、出産の直前に学位を取得しま
した。産休後２年間川鉄水島病院へ勤務しました。その後実家の眼科
でパート勤務をしながら、34歳で長男を出産しました。平成４年に同

じ眼科医の夫と玉野市で眼科を開業しました。開業した時、長女が７歳で長男が３歳でし
た。早いもので開業して23年が過ぎました。
　開業当時は医院経営のことやスタッフのことなど全てのことが初めて経験することばか
りでしたので、仕事のことでいっぱいになりました。診療は最初から二人体制にしました。
眼科の特性もあり、スタッフの人数を多く確保しなければなりませんでしたが、なかなか
うまくいかず苦労しました。また、診療以外にしなければならないことがたくさん増えま
した。経理、スタッフの労務管理や募集、給与賞与の算出など、今までしたことのないこ
とばかりで、慣れるまで大変でした。メリットとしては、診療時間や休診日をある程度自
由に設定できること、自宅と医院がつながっているため通勤時間がゼロであることが挙げ
られます。また、建築関係や金融関係、会計事務所などいろいろな異業種の方々と出会う
ことができました。そして一人の患者さんの経過を長く診ることができるのもメリットだ
と感じます。幼児期に初診された斜視の子供さんが心身ともに成長していく過程を成人す
るまで見ることができたり、開業初期に白内障手術を受けられた方がその後も定期的に通
院され、20年以上の長いお付き合いをしている方もおられます。スタッフも最初の頃は定
着率が悪く数年で辞める人が多かったのですが、最近は産休育休後も復帰してくれるよう
になり、10年以上勤務してくれる人も増えました。これは人事や人材育成の専門家の方や
社会保険労務士の方に指導していただいているおかげだと思います。医院経営の中で最も
大切なことは良い人材を確保することだと感じていますが、気持ちの通い合うスタッフと
長く一緒に仕事ができるのもメリットだと思います。
　開業した時には子育て中でしたので、自宅と医院をドア１枚で行き来できるようにしま
した。幸い近所の方で家事をしてもらえる方が見つかり、その方や近くに住む義母に助け
てもらいながら、なんとか仕事と子育てを両立しようと頑張りました。子供が学校から帰っ
てくる頃には自宅に戻って一度は子供の顔を見るようにしたり、学校の行事や参観日には
診療を夫に任せて、できるだけ出席するようにしました。子供たちが中高生の頃、毎朝お

仕事と子育て
大野眼科　大　野　広　子




